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Abstract

　 Klyoshi　Amano 　was 　an 　eminent 　historian　ofscience 　as　well 　as 　excellent 　physicist．　Amano
’
s　studjes 　on 　the　history

of 　science 　covered 　two 　fields，　the　history　ofJapanese 　wejghts 　and 　 measures 　and 　that　of 　moderll 　physiGs ．　AmQng 　his

many 　 works 　 on 　the　history　of 　modern 　physics，　the　 most 　 celebrated ⊂）nes 　 were 　1＞etsu ：fukusha−ron ’o　Ryoshi−ron 〃 o

Kigen［Thcrmal 　Radiation　Studies　that　ied　to　the　Genesis　of 　Quantum　Theory，　the　starting 　volume 　ofScience 　Cla∬ ics

Co 〃ection ］（藍943） and 　 thc　posthumous 　 book ノ〜yoshi 一厂斑 g α 勧 一h・hi［History　 of 　Quantum　 Mechanics ］（1948 ，emended

ed ．i973 ）．　Both 　ofthem 　were 　highly 　praised 　immediately 　after 　the 　publication 　and 　have 　had 　a　great　inHuence 〔m 　almost

aH 　the　Japanese　historians　of 　m ｛〕dern　physics．　This　paper　attempts 　to　survey 　Amano ’
s　pioneerLng　work 　 on 　the　history

of 　modern 　phys 藍cs ，　the　inte日ectual 　and 　social 　background 　ofhis 　achievement ，　and 　Amano
’
s　influence　on 　the 　postwar

historians　ofmodern 　physics．
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1．は じめ に

　 天 野清は 、中央度量衡検定所技師 と し て の 本

務 で あ る温 度計測 の 研 究に 数 々 の 成果 を上 げ
D
、

同時に 、計 量 の 歴 史に 関す る先駆 的 業績 を遣 し

た
2 ｝

。 それ ばか りで は な い 、天 野 は
“
目本 に お

け る物理学 史研究 の 水準を
・
挙 に 高め た 卓抜 な

学究で あ っ た
”

とい わ れ る 。天 野が 物理 学 史研

究の 面 で こ うした 高度 の 達成 を な しえた の は 、

彼 が 哲学 と科学 史 に深 い 関心 を もつ 物理 学科 出

身者で あ りか つ 計 量研 究の 実践者 で あ っ た こ と

と 、 大 い に 関係 し て い る と考 え られ る。 こ こ で

は 、天 野 の 物 理 学 史研 究 の 達成 、研 究 の 背景 、

後続研 究に つ い て 、手 元 に あ る資料 と先 行研

究
3 ｝ をもと に 述 べ る。

2．物理 学史上 の 業績

　天 野 の 物理 学 史研 究 の 雫な 対象は 、量 子 論 ・

量 r一力学の 歴 史で あ っ た。量 ∫
一
力学は 、相対論

と ともに 現代物理 学 の 基礎理 論で あ る と同時 に 、

半導体 、 レ ーザー と い っ た現代技術 の 発展 （産

業 早：命 に匹敵する ）を も導い た 。量子力学 と相

対論 は 20 世紀初頭 に 誕生 し、どち ら も従 来 の 物

理 学 の 根底 を揺る がす もの で あ っ た。 また 両理

論 は現今 の 国際単位 系に も深 く関わ っ て い る。

す な わ ち 、長 さ の 単位 ・メ
…

トル は 光 の 速度 で

定 義 され る が、そ れ は 、光速度
一

定 の 原理 と し

＊ 受 付 　 2007 年 4 月 25 日　 U 本 計 量 史学 会 2007 　 天 野 清 生 誕 100 周 年 記 念 講 演 会 （2007 年 2 月 170 、於 フ

　 ロ ラ シ オ ン 青 山 〉に お け る講 演 に も とつ い て ま と め た もの で あ る 。
＊ ＊ 〒184−QOO2　東京都 小 金 井 市梶 野 町 2−11−7　E−mtti ［： nishiosi ＠ybb ．ne ．jp
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て 知 られ る特殊相対 論 の 基本 的な要 請 の
一

つ に

結び っ い て お り 、また 、 時 間 の 単位 ・秒 は セ シ

ウム 原子 の 超微細構造準位 間 の 遷 移 と い う量 子

論的な考 えに よ っ て 定義 され て い る 。 そ の た め

20 阯紀初頭 は 現代 物 理 学 の 変革 の 時 代 と い わ

れ 、
16

，
7 世紀 の い わ ゆ る科 学 革命 の 時代 と並

ん で 、多 くの 科学 史家 の 関心 を惹 き つ け て きた。

そ の なか で 天野 の 量 子 論 史研 究 は 、国 の 内外 を

問 わ ず、際だ っ て 高 水 準 の もの で あ っ た。

　量 子論 史 に 関す る天 野の 代 表的な 著作 と し て 、

天 野 の 没 後遺稿 を もとに 編まれ た『天野清選集』

2 巻を含む 5 編 を あ げる こ とが で き る ：

　  「自然法則 と因 果律 問題 の 史的瞥 見」『東

　　京帝大理学 部会誌 』第 10 号 （1931）p．122

　  「量 子論解釈 の 変遷 と其文献 （1 ）」 『日本

　　数学物理 学会誌』 10−−6 （1936）p．445

「同 H11
− 1　（1937）　p ．58

r同上

11− 3　（1937）　p．148

（”）」『同 L』

（丗 ）」『同上』

　  『熱輻射論 と 量 子論 の 起原 』（大 目本 出版 、

　　 1943）

　  『天野清選集 1 量子 力学 史』 （凵本 科学

　　社、1948）［高 田誠 二 に よ る増補改訂版 『量

　　 子力学 史』 （中央公 論 自然選 書、1973）］

　  『天 野清選集 　2　科学 史論』G 」本科学社、

　　 1948）。

（以下で は、天 野の 著作名は 多 くの 場合省略 し、

上 の 番号  、  …　 で 表す こ とにす る，，また、

天 野 に な ら っ て 、radiation の 訳 語 と し て 「輻射」

を用 い る。）

　  お よ び   は 、歴 史と い うよ り も哲学的色彩

が濃厚 で あ るが 、天野 の 量子 論史研究の 出発点

とな り土 台 とな っ た。

　  は 、量 子論前史に名 を連ね る ウ ィ
ー

ン 、プ

ラ ン ク の 論 文集で 、「古典科学叢 書 i （後述）の

第
．
巻 とし て 世 に出た。天野 に よ るそ れ ら古典

論文の 邦訳 とそ れに 付け られ た 「歴 史的解 説 i

は 出版 当時様 々 な 方面 か ら絶賛 され た ばか りか 、

そ の 影響 力は戦後 ・こ ん に ちに まで 及ぶ。 こ の

「歴 史的解説」 は書名 と同 じ表題の 論文 とし て

  に 収録 され て い る。
“
日本 の 物理 学史研 究 の 水

準 を
一

挙 に 高め た
”

の は 、 こ の論 文 （あ る い は

こ の 論文 と  ）で あ る。こ の 論文に つ い て 、天 野

に続 く科学史研 究者の
一

人 、広重徹 に よる簡 に し

て 要を得た紹介が ある
4 ）

：

　　
“
凵本は 、規代物理 学 史に関 し て は 、 案外

　　 に 先進国で あ る。1943 年 とい う時点で 、天

　　野清の 『熱輻射論 と量子 論 の 起原 』に 匹敵

　　 す る よ うな現代物理 学 史は、私 の 知る か ぎ

　　 り外 国に は な い
。 と くに 、 量 子論 の 起原 と

　　な っ た 熱輻射研 究 ［ドイ ツ 国立 物理 ⊥：学研

　　 究所 を中心 と した研 究］ の 実験 的基 盤 を詳

　　 しく調 べ 、そ の 技 術史的 ・社会史的 背 景に

　　 まで メ ス を い れ た の は 大 き な功 績で あ る 。

　　天 野 に は さ らに 『量子 力学 史』 ［  ］ と い

　　 う遺稿が あ り、 こ れ は 1948 年 に 出版 され

　　 た。
”

　  『量子 力学史』は  と   の 大幅 な 自編 で あ

るが 、 そ の 前 半が量 子論 史で 、後半は量 子力学

の 解釈 と哲学的 論議で あ る 。 こ れ は 広 重 に よれ

ば、
“

完成 度に お い て   に劣 る
”

。 しか し
一

般 的

に どちらが知 られ て い るか と い うと  は   を凌

ぐほ どで ある。か つ て 、量 子 力 学 を学ぼ う とす

る学生に と っ て 、 本書は 必 読 の 書で あ っ た 。  

とともに後続 の 科学 史専門 家の 研 究 の 出発 点 と

な っ た。 し ば ら く 「幻 の 名 著」 と して入 手困難

で あ っ た が、上 記 の よ うに 1973 年 に増補改訂 版

が出 た こ とに よ っ て 、 後代へ の 影響 力は さ らに

増 し た
。

　  『選集 2』 には 、  の 歴 史的解説 「熱 輻射

論 と量子 論の 起原 」、度 量衡 史研 究 、学者 の 伝記

な ど、既発表論文 と未定稿が収 め られ て い る 。

　戦後 ま も な く 、
こ の よ うな選 集が 出版 され た

こ とは 、天野 の 早 す ぎた死 が どれ だけ惜 しまれ

たか を物語 る も の で ある 。 同 時に 、そ の 出版が

どれ ほ ど大きな意義を も っ た か 、あ らた め て 痛

感す る 。 図 1 は   、   、   の 見 開き と  、  の

目次 の
一一一

部で あ る 。
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ウ ィ
rv 一ン ，ブ ラ ン ク 論 女 集
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3．量子 論史研 究の背景

　天 野 の 優 れ た 物 理 学 史研 究 は ど の よ うな 学

問的 ・社会的背景 の も とで な され た の だ ろ うか。

それ を理 解す るた め に 、まず略年 表 を示 す。

［天 野］ と物理 ・計量 関係略年表

1875　メー トル 条約締結

1885　 日本が 同 条約に 加 盟

1887　 ドイ ツ 国 立物理 工 学研究所設立

1891　電気試験所設立

1895　 レ ン トゲ ン 　 X 線 の 発見

1896　 ウィ
ーン 　熱輻射の エ ネル ギー分布式 、

　　　 H ．ベ ク レ ル 　U （ウラ ン ）放射能 の 発 見

1897　 J ． J ， トム ソ ン 　電子 の 発 見

1898M ，キ ュ リ
ー ・P ．キ ュ リ

ー　Po （ポ ロ

　　　 ニ ウム ） Ra （ラジ ウ ム ）発 見

／900　プ ラ ン ク　熱輻射 の エ ネル ギ
ー

分布 式 。

　　　 エ ネ ル ギー量子 仮説、量 子論 の 誕 生

190119031904

1905

190619071909

19111913

1916

1922192519261929

／9311932

田中舘愛橘　国 際度量衡委員に就任

中央度量衡検定所設 立

J ． J ， トム ソ ン 　陽球 モ デル 、長岡 半

太郎　士星 モ デ ル

ア イ ン シ ュ タイ ン 　光量子 論、ブラ ウ ン

運 動 の 理論 、特 殊相対論

アイ ン シ ュ タイ ン 　 固体比 熱の 量子 論

［天 野 誕 生 ］

ア イ ン シ ュ タイ ン 　光 の 波動
一
粒 子

一
重

性 の 理 論

ラザ フ ォ
ー

ド　原子 核 の 発 見

ボーア 　ラザ フ ォ
ー

ド原子 に量 了論 を適

用

ア イ ン シ ュ タ イ ン 　
ー

般相対 論 、輻射 の

量子 論 （レーザー
の 基礎理 論）

ド・プ ロ イ　物質波 の 理 論

ハ イ ゼ ン ベ ル ク　 行列力 学

シ ュ レ ーデ ィ ン ガー　波動力学

［天 野　東京帝大物理 学科入 学］

匚天 野 　  ］

原 子核物理 学 、 素粒 子物理 学の 本格化 （中

性子、陽電子 、重水素 の 発 見 、粒 了加速

　　　暑島a）実用 1匕）

　　　 ［天 野　東京帝大 卒 、
九 州 帝大助 手］

1933　長岡 半 太郎 　国際度量 衡委員に就任

1935　 ［天 野　中央度量 衡検定所技 師 ］

1936−37 ［天 野　  ］

1938　ハ
ー

ン
ー

マ イ トナ
ー

　核分裂反応 の 発 見

1939　 ［天野 　国際度 量衡総会 へ 出発　開戦で

　　　帰国 ］

1943 　 ［天 野 　  ］

1944　 ［天 野　東 工 大助教授］

1945　 ［天野 爆死 ］

　東京 高校理 科時代哲学青年 で あ っ た天 野 が 大

学に入 学 した 1929 年 は 、 量 了
一力学 がで き」二 っ た

ばか り、そ の 有効性 （固体物理 へ の 適用 な ど）

が 示 され は じめて い た 。 28 年 に は ゾ ン マ
ー

フ ェ

ル トが 来 日し、仁科芳雄が コ ペ ン ハ
ー

ゲ ン よ り

帰国 、翌 29 年量 子 力 学 を つ く っ た ハ イ ゼ ン ベ ル

ク、デ ィ ラ ッ クが 来 日 した。天 野 と同 学年 に、

玉 木英彦 、湯浅光朝、1年
一
ドに伏 見康治 が い た 。

伏見 に よれば 、量子論 ・量 子力学は講義 に よ る

の で はな く自分 た ち で 勉 強 し、天 野 は 単独 で あ

る い は ク ラ ス メ
ー

トと と も に 『量 子 力 学 文献

集 』 を ま とめ た と い う。伏 見 の 回想 か ら 引用

す る と
5 ）

：

　　
“
私た ち よ り 1 年 か 2 年上 の ク ラ ス の 方 々

　　が グル
ー

プ を作 っ て 、『量 子 力 学 文献 集』

　　 と い うガ リ版刷 りの 、相 当部厚 い 文献集 を

　　 つ く っ て お られ ま した が 、こ れ を通 じて 相

　　 当の 知識 を え た よ うに 思 い ます 。
こ の グ

　　ル
ープ の リーダ…格 が 天野 清で 、私 の 高等

　　学校 の 先輩 にな ります が 、後年出 され た 名

　　著 『熱輻射論 と量 子論 の 起原』は こ の 学生

　　時代 に準 備が で きて い た わ け で す
”

、

　天 野 の 学生 時 代 の 著作  の 参 考文 献 には 、哲

学 の カ ッ シ
ー

ラ 、 ヒ ュ
ー

ム 、カ ン ト、そ の 他 に

物 理 の ハ イゼ ン ベ ル ク、ボ ル ン 、ボ
ー

ア 、シ ュ

レ
ーデ ィ ン ガ

ー
等 の 諸論文 、ア イ ン シ ュ タイ ン 、

プ ラ ン ク の 諸著 、とあ る 。 当然 こ れ らが の ち の

天 野 の 歴史研 究 の ソ
ー

ス ブ ッ ク と して の 役 を し

計量 史研 究 29−2 ［33］2007，9
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た と考 え られ る。

　天 野 は 1932 年大 学 を卒業 し て J し州 帝国大学

工 学部数学物理教 室 の 桑木或雄 （科学哲学 ・科

学 史研究者。東京帝大物理 1899年卒 、相対論 を

日本 に最初 に紹介 し た こ とで も知 られ る） の 助

手 とな る 。天 野 は 桑木 の も と で 、哲学 ・歴 史研

究 へ さらに 傾倒 し、読書量 も増や し た に ちが い

ない （桑木の 集 めた蔵書 は九 州大学桑木 文庫 と

して知 られ る）。直接的 に は桑木 『ア イ ン シ ュ タ

イ ン 伝』（改造社 、1934 ）巻末 の ア イ ン シ ュ タイ

ン 著作 目録 作成 に協力 し て い る 。 天 野 は ま た 学

生時代か ら丿し州大学時代 にか けて 量子論 史関係

の 論文 を精 力的 に集め て い る。そ れ らの 全 文 を

筆 写 した もの が 、 遺品 に 多数含まれ て い る 。 図

2 は 天野が 全 文筆 写 した プ ラ ン ク の 論 文 （  に

訳出 され て い る） の 1ペ ージ 目で あ る。

　ま もな く （1935 年）、彼 は、意外 な こ とに 九

大 か ら中央度量 衡検定 所に移 り、輻射温度 の 研

究に 従 事す る 。 天 野は 哲学 ・歴 史的な 研究 を続

図 2　プ ラ ン ク論文 （Anii．　d．　Pbysvk，1901）

　　 の 筆写

け た い と思 っ て い た の で は な い か、も っ ぱ ら実

験 的な研 究 を任務 とす る 検 定所 に なぜ 移 る こ と

に き め た の か。疑問に 思 うの は 自然で あろ う。

　　
“
桑 木の も と で 近代 物理 学史 に 傾倒 し て

　　 い た天 野 は 、ウィ
ー ン の 放射則 、プ ラ ン ク

　　 の 量 子 仮説 、ア イ ン シ ュ タ イ ン の 光量 子 論

　　 な ど に 精通 し て い た。それ を認 め て 人事を

　　 運ん だ の は 所長 ・渡邊 だ が、…　 　
”Ct

推測

　　 は尽 きない
”

と高 田は述 べ る
6 ｝、

　総合報 告   「量 子 論解釈 の 変遷 と其文 献」 の

連載 は 、天 野 が検 定所 に移 っ て 1 年 目か らは じ

まる 。 量子 力学の 形成期 か ら、ボー
ア 、ハ イ ゼ

ン ベ ル ク 、
シ ュ レ

ーデ ィ ン ガ
ー

ら の あ い だで繰

り広 げ られ た そ の 解釈 を 巡 る 論争が
、

ア イ ン

シ ュ タイ ン
ーボー

ア 論争 （1927 − 35）で 絶頂期

をむ か え、ボー
ア の い わ ゆ る コ ペ ン ハ

ーゲ ン 解

釈が 正統 派 と して ほぼ確 立 した とみ な され る時

期で あ る 。 天 野が   を執筆す るに 当た っ て の 問

題 意識は明確で あ る 。 そ の 緒言に書 い て い る ：

　　
“

周 知 の ご と く、現 在 、原 子物理 学は そ の

　　 発 展 の
一一・

つ の 段 階 か ら他 の 段 階 へ の 推移

　　 の 過 程 に あ る が 、

…　　 ただ近 く予想 され

　　 る変 革 の た め に 基礎 概念 の 再 検討 を 要 求

　　 され る折柄 、学者 の 研 究 の
．一

資料 ともなれ

　　 ば幸 い で ある
”

。

量 子 力 学の 立ち 向 か うべ き困 難が認 め られ なが

らも 、 そ の 先 の 発 展 の 可 能性 も期待 され て い た

時期で もあ っ た の だ （電磁 場 の 量子 論 の 困難 、

原 子核 物理
・素粒子 論 の 本格的研 究 の 始 まり。

湯川 中間子 論 は 1935年）。1937 年に は ボーア が

来 目 した 。 彼 は ボー
ア講演 （恐 ら く東 大で の ）

の 詳 細な記録 を遺 し て い る （図 3）。

　   『熱輻射論 と量子 論 の 起原』は 、
一

言 で い

えば、天 野 が東京 に居 を移 し公 務の 内容 が検定

所 で の 研 究 に 変 わ っ た こ とに よ っ て 達成 され

た 。 具 体 的に は 、輻射温 度 の 実験的研 究に 従事

した こ と 、 文献 探査 、 交際 範囲 が 広 が っ た こ と

（科学史学会 の 設 立 、『岩波講座 ・物 理学』 の

湯 浅 、菅井 編 「物 理 学 史年 表一 へ の 協 力、「古
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図 3　ボ ーア 講演 （1937） の メ モ 図 4　 ZS．　n　lnstr．誌 Eの 記 事 「物 理 工 学研

　　 究所 の 研 究活 動 」 か ら の メ モ

典科学叢書」 の 刊行 へ の 関わ り。そ こ に は戦争

中の 科 学動 員 、科 学振 興 とい う社会 的背 景 が

あ っ た こ とは 見逃 せ ない ） な どが あ げ られ る 。

  の は し が き に 、量 子 論 の 認識 論的 な 発展 の 研

究 をすす め て い く うちに 、

　　
“
純理 論的な 連関は 、科学 の 発展の きわ め

　　 て 狭い
・
面に す ぎない こ と、環境的な現実

　　 の 諸条件 をきわ め る こ とな くし て は 、科学

　　 史 は つ い に 文 献年表 か 物 語 の 域 を脱 し な

　　 い こ と を 痛 感 し な け れ ば な ら な か っ

　　 た 。…　 　 た だ 量子 論の 起原 の 問題 …

　　 は、少 くと も熱輻射論史に 関連す る か ぎ り

　　編者 は比 較 的恵 ま れ た 事 情 の F で 研 究 す

　　 る こ とが で き た
”

とあ る。検定 所に は 、お そ ら く、そ れ ま で 接す

る機会 の なか っ た 資料が あ り、それ に よ っ て 天

野 の 視野は広 が っ た。た とえば彼は Z θ躯 酌 〃 ガ 勧
・

f／lstrumentenkunde 　誌 に 載 る ドイ ツ 物理 工 学研

究所 で の 輻射 温 度測定 の 進 展を 追跡 し克明に メ

モ を とっ て い る。そ の
一

部が 図 4 で あ る。

  は 先 に書 い た よ うに 占典科 学叢 書の 第
一

巻

とし て 刊行 された。 こ の 叢 書の 物理 編監修 者は、

桑木或 雄 （九 大名 誉 教 授 ）、仁 科 芳 雄 （理 研 所

員）、編輯幹事 は 、菅井準
一

（文部省科学官）、

天 野清 （商工 省 技師）、渡邊慧 （東大 助教授 ）。

天 野は   に続い て こ の 叢書の 『光量子 仮説』『量

子力学 と不確定性原理 』 を担当する こ とに な っ

て い た （図 5）。こ の 叢書の 企画 出版に は 、桑木

を初代 会 長 と して 1941 年 に発 足 した 日本 科 学

史学会の 後援 が あ っ た 。 天 野は 科 学史 学会 の 常

任幹事で あ っ た 。 科 学史学会発 足 の 背 景に は太

平 洋戦争 があ っ た 。 軍事研 究 の た め の 科学動員

を行 う必 要 か ら科学 振興 が 叫 ばれ る よ うに な

り、西 洋 起 原 の 科 学を深 く理 解す るた め に科 学

史研 究 が 寄与 す る も の と期待 され た の で あ る 。

科 学 史を振 興す る た め に 企 て られ た 計 画 の
…

つ が 「古典科 学叢書」 だ っ た。  は 出版 され た

年に 、 目本 出版会か ら推薦 図 書 と し て 選 定 され

計 量 史研究 29−2 ［33ユ 2007，ll
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図 5　ア イン シ ュ タイン 光量子仮説の 翻訳原稿
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図 6 　日本 出版会か らの 通 知

た。そ の 通知 が 図 6 で あ る 。天 野 は 同 じ状況の

な か で 任ぜ られた 日本学術振興会鉄 鋼第 19 委

員会お よび 同第 17 特別委員会 の 研究活動 に熱

心 に 携 わ り
7 ）、東 工 大 助教授 と し て の fl：事 に も

精 勤 し た。驚異的な活躍振 り で あ る 。

　  『量子 力 学史』の 成立 過程 に 関 し て は 、高

出 に よる増補改訂版 の 「解題 」を参 照 され た い
8 ）
。

4．天 野以後の 量子論 史研究

　 『熱輻射論 と量 子論 の 起原』 の 出版 を前 に し

て 、1942年 9 月 、天野 は 日本科 学史学会例会に

お い て 「熱 輻射 論 と量 子論 の 起原 」 と題 す る発

表 をお こ な っ た 。 発表 後 に 受け た評 を 天野 は メ

モ して い る 。
2，3 例示 す る と ： 田 中舘先生

“
八

十八 年 の 生涯 を回 顧 して 、 こ の 「熱輻射」 の や

うな 本 が 日本 で 出 るや うに な る とは思 は なか っ

た
”
、武 谷 三 男 氏

“
べ 一

トヴ ェ ン の 第九 シ ン ホ

ニ
ー

と同 じ位絶讃す る …　
”
、坂 井卓三

“
立 派

な本で す 。 お世 辞 じ ゃ な い
。 あ 丶 い ふ の が 出 る

と後が つ づ か な い 。
”

　 『天 野清選 集 1，2』は刊 行 され た 当時 、た と

え ば遠 山啓 の 追 悼文 、 富 山小 太 郎 の 著作な どに
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み られ るよ うに絶賛 された
9 ）。物理 学者 で独 自

の 科学史観を もっ 武谷 三 男、高林武彦は 、天 野

の 研 究を高 く評価 しつ っ も鋭 く批判 した。武 谷

は 天野 の 論 理 が 唯物弁 証 法 に い た っ て い な い

こ とを不服 とし、物理学史は物理 的分析 （論理

的 分析） と歴 史的分析 と か らな され な けれ ば な

らな い と考え て い た高林 は 、天 野 の 論理 的分析

の 足 りな さを指摘 した。そ の 上 に 「 人 は それ ぞ

れの 研 究をすす め た
［の 。そ の 後 の 広重 、高 田 の

量子 論史 に 関 わ る研 究は 、天 野 か ら出発 した も

の で あ る
11＞。

　1950 年代 の 武谷、高林か ら現在 に い た るま で

に な され た、近 代物理 学の 通 史や 量 子論史関係

の 個別 研 究 の 中か ら 、 天 野を 引用 して い ない も

の を探す の はむ ず か しい だ ろ う
12）。い ま風に い

えば、サ イテ イ シ ョ ン の 多さ とそ の 寿命 の 長 さ

とい う点 で 、それ だ け で （質は 問わ ない で ）天

野 は 高評 価 を 与 え られ るはず で ある。

　量 子論 の 歴 史的研究 は 、1960年代 に は い っ て

世界的 に活発化 し た。 とくに ア メ リカ で は 現 代

物理 学 史の プ ロ ジ ェ ク ト研究 が は じ ま り、そ の

一
環 と して まず量 子論史 の 資料 （原 論文 の ほ か 、

手稿 、 研 究 ノ
ー

ト、日記、書簡 、量子 力学の 形

成 に 立 ち会 っ た人 々 へ の 聞き書きの 記 録）が 、

ク
ー

ン ら に よ っ て 組織的 に 収集整 理 され 、そ の

カ タ ロ グが 出版 され た 。そ れ ら の 資料 に も とつ

く研 究 もぞ くぞ く現れ た。ヤ ン マ ーの 量 ゴカ 学

史を は じめ 、 ク ラ イ ン 、ク…ン が つ づ き、最近

で は、メ
ー

ラ
ー

レ ッ
ヘ ン ベ ル ク の 大きな本が 出

版 され た
111）

。 ドイ ツ で は 、ヘ ル マ ン 、カ ン グ ロ ー

の 研究 をあげ る こ とが で き る
T’T）
。これ ら の 研究

は 、ひ とま とめ に して は い えな い が 、資料が 豊

富に な っ た 分 だ け 、詳 し くな り新 し い 事実 も指

摘 され る よ うに な っ て 、な か に は 非常に 興味深

い もの も ある 。 しか し、天 野 の 研 究を 常識 と し

て育 っ た 口本 の 研 究者に と っ て は 、彼 らが新規

と主 張す る指摘 もあ ん が い 陳腐に み えた こ とさ

え あ っ た 。 そ れ に 問題 意識 とい う点で は 、天野

に くらべ て 物足 りな い 感 じ が す る
PJ「）
。

　天野 の 研 究 を欧文 に し て 世界に知 らせ る べ き

だ と以 前か ら考 え られ て い た 。 広 重 は 1962 年お

よび 1970 年 に 日本 の 物理 学史研 究 に っ い て 紹

介 文 を書 き、そ の なか で 先に 述 べ た 天野 の 科学

古典叢書 『熱輻射論 と量 子論 の 起原』の 刊行 と

「歴史 的解説 」 の 独 自性 を強 調 し、30 年後 に

な っ て も依然 と し て そ の 評価 は 高 い と書 い て い

る
L5）
。

　 天 野論 文 の 英訳 を実現 した の は 高田 で あ る。

高 田 は 1992年 、科学 史学者 と し て の 天野 を紹介

し、2000 年 に は 、日本科学史学会年会 の プ ラ ン

ク 量 子仮説 100年 記念 シ ン ポ ジ ウム で天 野 の 先

駆的量子 論史研究 に っ い て 講演それ を欧文 誌 に

発 表 し た の 。同 じ 2000 年、兵藤 申
一

とともに

天 野 論文の 翻訳 を達成 した
18）。

5．おわ りに か え て

　天 野 は 、科学史 は科学的で なけれ ばな らな い

と主張 した 。 それ は こ ん に ち の 科 学史研 究者に

も銘記 され て しか る べ き こ とで あ る。『熱輻射 と

量 子 論 の 起原』 の 「は しが き 」 に 科学的科学 史

とは 何 た る か が 具 体的 に記 され て い る の で 、そ

こ か らの 引用 を も っ て こ の 解説 をお わ らせ て い

ただ く 1

　　
“
我 々 の 主題 に例 を採 る と、量 子 論は マ ッ

　　 ク ス ・プ ラ ン ク が黒 体輻射 の 実験的事実 を

　　説 明 す る た め に 量 r一仮説 を 導 き 入 れ た と

　　こ ろ に誕 生 した と説か れ る とき、黒 体輻射

　　は ど うして 実験 され る も の か 、なぜ 量 了仮

　　説 が 必 要 な の か と い ふ 類 の 疑 開 は 著者 に

　　も 読者 に も殆 ど無 視 され て 、

…　　 済ん で

　　 了 ふ とし た ら、そ もそ も こ れ は 科学 の 精神

　　 に 僅 か で も触れ る と こ ろ が あ る で あ ら う

　　か 。…　 　 た と へ それ が 面 白い 逸話や 機知

　　に 富 ん だ 物 語 りと し て い く ら か の 取 柄 が

　　 あ っ た とし て も、科学 史 の 名 には値 しな い

　　 と旨は な けれ ばな ら な い 。…　 　 例 へ ば プ

　　ラ ン ク は 「実験的事実が 19 世紀 の 〈古典〉

　　物 理 学 と
．．・致 しな い 為 め 」 に 量 子 仮 説 を

　　創 っ た と言 へ ば 、た とえ こ れ が読者 の 耳に

　　 充 もら し く聞 えた に し て も、歴 史の 事実 と

計 量 史研 究 29−2 ［33］2007，13
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は
・致 しな い 。従 っ て 、科学的発見が どう

した 動機 で 行 は れ る か に 就 て 誤 っ た観 念

を植 え付 ける こ とに もな る
”
。
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